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 尾駮沼および尾駮川において2017年10月から12月8日までの水位および流速を計測し，尾駮沼から海へ

の流入出量について検討を行った．尾駮沼は潮汐影響を受けて，尾駮川を通して海水が流入出しており，

M2分潮成分が卓越していた．観測期間を通した尾駮沼から海への平均流出量は2.7 m3/sとなり，二又川だ

けではなく他の小河川からの淡水流入の影響が示唆された．また，潮汐成分を除いた水位・流速の残差成

分は大潮・小潮の潮周期で変化することが示された． 
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1.  はじめに 

 

 青森県の下北半島の太平洋側の付け根に位置する尾駮

沼（図‐1）は，尾駮川により北太平洋と接続している．

尾駮沼は二又川等から流入する陸水と尾駮川からの潮汐

により流出入する海水の影響を受けて，汽水域となって

いる．汽水域における物質（炭素等）循環を検討するた

めには，陸水・海水の混合の影響が多いことから，これ

らの流出入量の把握が重要となる．本研究では，これら

流出入量の把握を目的に，尾駮沼および尾駮川に水位計，

および尾駮川に流速計を設置して，水位・流速の計測を

実施した． 

 

 

 
図‐1 観測地点（尾駮沼） 

 

 

2.  観測の概要 

 

（1）調査水域の概要 

 尾駮沼（図‐1）は東西に細長い形状を持ち，面積が

約3.7 km2と小さく，平均水深2.5m（最深部でも4.5m）と

浅い沼となっている．尾駮沼の主な陸水の流入河川は湾

の最西側に位置する二又川である．また，東側に尾駮川

があり，平均的には尾駮沼の水は海側へ流出する．尾駮

川の川幅は約25~40mであり，尾駮沼との接合部での水

深は1m以下と非常に浅い． 

 

（2）水位観測 

水位の調査地点は，尾駮沼中央の水深4mの位置（図

‐1 St．C），尾駮沼北東岸近く（図‐1 St. B）およ

び尾駮川河口付近の川中央位置（図‐1 St．A）とした．

水位は，自記型水位計（HOBO, U20 水位，水温ロガ

ー）を用いて10分間隔で計測した．St. CとSt. Aの水位計

は，アンカー上部に固定して最深部に設置した．ここに，

それぞれの設置水深は約4m，2mである．St. Bの水位計

は，杭を設置して水面下に固定するとともに，大気圧を

測定するために，杭最上部にも水位計を設置した．以降

で記載する水深は，各水面下で得られた水圧から，大気

気圧を差し引いた値から得た水深を示す．計測期間は，

2017年10月16日12時から12月8日13時まで実施した． 
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(a) St. C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) St. A 

図‐2 水位の潮汐成分（青）と残差（赤） 

 

（３）流速観測 

 St. Aの最深部において，常に上向きとなるジンバルに

ADCP（Teledyne RD Instruments 1,200kHz）を固定して海

底設置し，流速の鉛直分布を計測した．計測は水位計の

計測時間と同時刻となるように10分間隔で実施し，鉛直

方向10cm間隔で実施した．計測期間は，水位観測と同

じである． 

 定点継続測定を実施する前に，尾駮川の横断方向の流

速分布を計測した．St. Aを通る川の横断方向にロープを

張り，定点継続測定と同じADCPをリバーボートに下向

きに設置し，リバーボートを川の両側を往復させること

により，流速の横断面分布を計測した．横断観測は，

2017年6月27，28日，8月30，31日4日に実施し，9往復分

の流速を計測した．またこの横断観測によりSt. A を通

る水深分布を計測した． 

 

3.  観測結果 
 
 (1)   水位 

 St. Bの大気側に設置した水位計（水圧計）でSt. C, B, A

の水圧から水位変動（図‐2）について，4分潮の調和解

析を実施した．振幅は，どの地点もM2分潮がもっとも

大きくなり，St. C, Bで約2cm，St. Aで約24cmであった．

またM2分潮の位相は，St. Aが水位最大となった後，約 

 

(a) 6/28 の横断観測 

 

(b) 横断ラインの深浅図 

図‐3 尾駮川のライン観測結果 （横軸の負正は

横断ラインの南北） 

 

73度（2時間半）遅れてSt. C, Bの水位が最大となった． 

 水位変動の潮汐成分を際し引いた残差（図‐2の赤

線）は，大潮時に水位が高くなり，小潮で小さくなる様

子が見られた．この残差成分をスペクトル解析をしたと

ころ，約13.3日の周期で最大となり，大潮・小潮の潮周

期に近い周期で変動していることが分かった．これは，

大潮時に，尾駮沼で水位が上昇する傾向を示し，小潮で

解消されることを意味する． 

 尾駮川と尾駮沼の接合部の水深が非常に浅く入り込ん

だ水が抜け切る前に潮位が上がること，また尾駮沼と尾

駮川の下流の高度差の関係で，このような周期で水位に

残差が現れたと考えられる． 

 

（2）流速 

尾駮川の横断するラインが概ね南北方向であったこと

から，横断方向の東西流速の結果（図‐3 (a)）を見ると，

流速変化は，横断方向にほとんどなく，鉛直方向にも底

面付近を除いて小さかった．また，横断方向の流速観測

から深浅測量の結果（図‐3 (b)）より，水深は北側で急

激に深くなり，その後しだいに浅くなっていた． 

St. Aに設置したADCPによる流速の鉛直分布（図‐4）

を見ると， 鉛直方向にほぼ一定となっており，潮汐に

より順圧的に流れていることが分かる．また，水位が高

い時に西向き流れ（尾駮沼に流入），低い時に東向き流

れ（尾駮沼から流出）ていた． 
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図‐4  ADCPによる流速結果 

（正負は尾駮沼からの流出，流入） 

 

図‐5  尾駮川の断面通過流量 

（正負は尾駮沼への流入，尾駮沼から流出） 

 

図‐6  尾駮川の断面通過流量の潮時変化と残差流 

（正負は尾駮沼への流入，尾駮沼から流出） 

 

図‐4の流速の鉛直分布が横断方向に同じ流速と仮定

して，図‐3 (b)の横断方向の水深結果と組み合わせて，

断面通過流量を計算した（図‐5）．ここに，流速の正

（負）は，尾駮沼への流入（尾駮沼からの流出）を示す． 

水位の解析（図‐2）と同様に，調和解析を実施した

（図‐6）．通過断面流量の振幅は， M2分潮がもっと

も大きくなり，約12.4 m3/sであった．またM2分潮の位相

は，St. Aが水位最大となった後よりも約1.2時間はやく尾

駮沼への流入が最大となった． 

 

図‐7  尾駮沼北側の観測期間中の日降水量 

 

断面通過流量から潮汐成分を際し引いた残差（図‐6

の赤線）の変化は，St. Cの水位の潮汐成分を際し引いた

残差（図‐2の赤線）と同様な変化を示し，相関Rは0.72

となった． 

調和解析と同時に平均流量を計算したところ，尾駮沼

から海への流出量は約2.7 m3/sとなっていた． 

 

4.  考察 
 
（１）平均通過断面流量 

 通過断面流量の平均値は，尾駮沼から海へ流出する量

が約2.7 m3/sとなっていた．植田ら（2002）によると，尾

駮沼の湾奥部に位置する二又川の1998年4月から1999年3

月の年平均流量は0.9 m3/sとなり，月毎平均流量は，10月

に最大となり，1.9 m3/sとなることがが示されている．ま

た，この10月の月降水量は294mmであることも示されて

いる． 

 尾駮沼の北側に位置する公益財団法人環境科学技術研

究所の敷地内の観測期間中における日降雨量（図‐7）

をみると，10月20日から22日に大きな降水量があったが， 

日平均流量の30日間分は160mmであった．植田ら

（2002）の月降雨量と比較して，今回の観測期間中の降

雨量が小さかったにもかかわらず，今回得られた断面通

過流量は，植田らが示した二又川の流量よりも大きくな

った．これは，尾駮沼に流入する河川は，小さいながら

も二又川以外にいくつか存在することから，これらの寄

与があったものと考えられる．このことから，今回得ら

れた尾駮川を通した平均流出量は，尾駮沼に流入する淡

水量を表すことから，尾駮沼に流入する淡水フラックス

を検討する上で有用な結果であると考えられる．そして，

植田らは，二又川の流量が，年間で0.4（5月）から1.9 

m3/s（10月）と変化することを示しており，今回の検討

結果が2017年の10月から12月の結果であることから，今
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後，他期間の尾駮沼の通過断面流量の平均値を計測する

ことが重要となると考えられる． 

 ADCPによる流速計測（二瓶ら，2008）では，ADCPの

音波を放出する面より下部の流速が計測出来ず，水表

面・底面付近において流速データに異常値が生じること

が報告されている．今回はそのような異常値について考

慮せずに，ADCPが計測できる最下層の流速を計測出来

なかった水深の流量として流量を計算した． 

試計算として最下層（この位置の変動が大きい）に一

つ上の計測層の流速値に入れ替えて，さらに水面から3

つ目までの層の流速値を，水面から4つ目から7つ目の流

速値の中央値に入れ替えて流量を計算したところ（図-4

はこの結果），平均流出量は約2.7 m3/sとなり，潮汐成分

のみが約1割程度大きくなった．4つの層を入れ替えて流

量を計算した結果とそのままの結果がほとんど変化しな

い結果となったが，異常値がホワイトノイズとして表れ

ているため，平均操作で得られる平均値や潮汐成分には

変化が無かったと考えられる． 

 二瓶ら（2008，2010）では，鉛直流速について，異常

値や欠測値の補間に，流速のべき乗則に当てはめて流量

値を算定する方法を提案しており，これにより得られる

流量がよい推定値を得られていることを示している．今

後この手法を採用し，断面観測および連続観測の結果の

当てはまり具合や流量推定を実施する必要があると考え

られる．  

 

（２）潮周期変動 

 水位および流速の平均と潮汐成分を差し引いた残差成

分のスペクトルが最大となる周期が13.3日程度となり，

潮周期（14.8日）と同程度の周期で変動していた．残差

成分のスペクトルのうち13.3日が最大となり，これは潮

周期よりも小さいが，これは時系列が短いためと考えら

れる．尾駮沼の水位が潮周期で変動していることについ

ては，尾駮川と尾駮沼の接合部が狭く，さらに浅いため

に海との交換においてボトルネックになっており，大潮

時の満潮時で海から尾駮沼に流入した水が干潮時におい

て完全に抜けきらず，次の満潮時に海から流入すること

が原因と考えられる．植田ら（2002）は，潮汐成分と尾

駮沼の塩分躍層の特性について検討しているが，潮周期

について検討しておらず，また，今回の観測期間が十分

ではないため，さらなる観測が必要と考えられる．さら

に，残差成分の時系列（図‐2，4）をみると降水量（図

‐7）と関係性が見られ，特に10月20日前後は正の関係

が見られることから，潮周期および降水量を用いて残差

成分を評価できると考えられる．このことについても，

他期間の観測結果と合わせて実施する必要があると考え

られる． 

 

4.  まとめ 
 

 尾駮沼・尾駮川において2017年10月から12月8日まで，

水位および流速を計測し，尾駮沼から海への流入出量に

ついて検討を行った．尾駮沼は潮汐影響を受けて，尾駮

川を通して海水が流入出しており，M2分潮成分が卓越

していた．尾駮沼から海への平均流出量は2.7 m3/sとなり，

二又川だけではなく他の極小河川からの淡水流入の影響

が示唆された．水位および流速の時系列から潮汐成分を

差し引いた残差成分は，大潮・小潮の潮周期の影響が示

唆され，大潮時に海から尾駮沼への流入する様子が見ら

れた．  
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